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―イザイホー映像フィルムデジタル化プロジェクトについてのご説明―

　私たち「イザイホー映像フィルムデジタル化プロジェクト」は、1978年におこなわれたイザイホーを記録したフィルムを、デジタル化することで半永久的に保存し、後世に伝えていくことができることを目指しています。
　1978年の映像は、映画『沖縄久高島のイザイホー 第一部・第二部』（1979年、102分）として公開されましたが、実は未使用のシーンを合わせると合計17時間分のフィルム（16ミリフィルム）が撮影されていました。このフィルムはイザイホーの最初から最後までをあますことなく記録したもので、貴重な歴史的資料としての価値を持つものです。
このオリジナルのフィルムは、映画の制作に携わった岡田一男（東京シネマ新社）の手元で大切に保管されてきました。しかし今となっては16ミリフィルムを再生する映写機も数少なくなり、その内容を見ることも難しくなってきました。加えて岡田（1942年生まれ）自身もすでに高齢となり、気力と記憶が十分なうちに保存の手立てをしなければ、この貴重な資料が陽の目を見ないまま散逸してしまうおそれもあります。
そのため国立文化財機構 東京文化財研究所の石村智が事務局となり、本プロジェクトを立ち上げることとなりました。しかしフィルムのデジタル化とその編集作業には多額の費用（1500～2000万円）が見込まれます。本プロジェクトでは、科学研究費などの公的資金や、民間財団からの助成金に応募し、資金の獲得を目指していますが、それに加える形で、このたびクラウドファンディングにより広く一般の方々から資金の調達（目標金額600万円）に挑戦することとしました。

　クラウドファンディングの詳細については、同封したチラシをご参照いただければ幸いです。

　今回、久高島の島民のみなさまにこのご説明の文書を差し上げるのは、以下の点についてご理解をたまわりたいと考えているためです。

1 本プロジェクトは営利事業ではありません
本事業で調達をめざす資金は、すべて本プロジェクトの必要経費に用いられます。他の公的資金や助成金と同様、厳正に管理いたします。また本プロジェクトの成果としてデジタル化された映像を、営利目的で使用することはないことを、お約束いたします。

2 島民のみなさまからの寄付を募ることを目的としたものではありません
今回クラウドファンディングのチラシを同封させていただきましたが、これは本プロジェクトの趣旨をみなさまに理解してもらうための参考資料であり、みなさまに寄付をお願いする目的のものではありません。しかしもし差し支えないようでしたら、みなさまのお知り合いに本プロジェクトのことをご紹介いただくことができましたら幸いに存じます。

3 本プロジェクトの成果は島民のみなさまに還元いたします
　本プロジェクトの成果としてデジタル化されたイザイホーの映像は、国立文化財機構 東京文化財研究所にて保存される予定です。その上で、この映像は島民のみなさまに自由にご覧いただき、利用していただけるようにする予定です（具体的には、報告書とDVDを作成し、みなさまの手元に配布する、などの方法を検討しています）。その上で、みなさまの肖像権や儀礼の禁忌などについても配慮し、一部については一般の方々にも利用してもらえるようにしたいと考えていますが、その手続きについてはあらためて島民のみなさまと協議し、承諾をいただいた上で進めていきたいと考えています。

　本来でしたら私たちが直接、島におもむき、このような説明をみなさまの前でしなければいけないところですが、新型コロナウイルス禍という状況の中、このような形でご説明差し上げなければならない失礼をご容赦ください。その上で、私たちのプロジェクトにご理解をたまわることができれば幸いに存じます。

　もしご不明な点がありましたら、遠慮なく下記の連絡先までお問い合わせください。
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